
 

        

魔
界
王
子 

      

 

 

 

 



 

人

 

物 

カ

イ

ジ

・

ミ

ッ

シ

ェ

ル

（

１６

）

魔

界

王

子 

猪

口

美

月

（

１６

）

城

南

じ
ょ
う
な
ん

高

校

一

年

生 

斎

藤

実
み
の
り

（

１６

）

美

月

の

友

人 

金

森

優

子

（

１７

）

美

月

の

友

人 

ア

イ

ナ

・

ミ

ッ

シ

ェ

ル

（

１９

）

カ

イ

ジ

の

姉 

ル

シ

ナ

・

ア

キ

レ

ス

（

８５

）
 

竜
り
ゅ
う

鳥
ち
ょ
う 

サ

ー

シ

ャ

・

ミ

ッ

シ

ェ

ル

（

３２

）

カ

イ

ジ

の

母 

サ

ジ

ナ

・

ミ

ッ

シ

ェ

ル

（

５６

）

カ

イ

ジ

の

父 

ハ

ル

マ

・

カ

ル

ダ

ン

（

５３

）

魔

界

を

狙

っ

て

い

る 

猪

口

五

月

（

３０

）

美

月

の

母 

猪

口

聖
ひ
じ
り

（

３４

）

美

月

の

父 

松

原

紀

子

（

２６

）

美

月

の

担

任 

女

子

高

校

生 

消

防

士 

使

用

人 

執

事 

家

来 

追

っ

手 

 



 

〇

原

宿

駅

・

ホ

ー

ム

（

朝

） 
ホ

ー

ム

に

、

た

く

さ

ん

の

人

々

が

行

き

交

っ

て

い

る

。 

駅

員

（

声

）

「

列

車

が

ま

い

り

ま

す

・

・

。

お

乗

り

の

方

は

白

線

ま

で

お

さ

が

り

く

だ

さ

い

・

・

」 

猪

口

美

月

（

１６

）

が

ホ

ー

ム

を

歩

い

て

い

る

。 

切

れ

長

の

目

に

さ

ら

さ

ら

と

し

た

長

い

髪

を

し

て

い

る

。 

美

月

「

確

か

、

こ

の

辺

だ

と

思

う

ん

だ

け

ど

・

・

」 

 
 

 

美

月

、

何

か

を

探

し

て

い

る

。 

 

美

月

・

夢 

〇

原

宿

駅

・

ホ

ー

ム

（

朝

） 

 
 

 

た

く

さ

ん

の

人

が

ホ

ー

ム

で

電

車

を

待

っ

て

い

る

。 

列

車

が

入

っ

て

来

る

。 

ア

イ

ナ

・

ミ

ッ

シ

ェ

ル

（

１９

）

が

ホ

ー

ム

下

に

倒

れ

込

む

。 

悲

鳴

を

上

げ

る

人

々

。 

美

月

、

助

け

よ

う

と

う

す

る

が

間

に

合

わ

な



 

い

。 
列

車

は

、

無

残

に

も

ア

イ

ナ

の

上

を

通

っ

て

い

く

。

数

人

の

駅

員

た

ち

が

ホ

ー

ム

に

駆

け

寄

る

。 

腰

の

曲

が

っ

た

老

婆

、

ル

シ

ナ

・

ア

キ

レ

ス

（

８５

）

が

美

月

を

見

て

い

る

。 

 

〇

猪

口

家

・

ダ

イ

ニ

ン

グ

（

朝

） 

ダ

イ

ニ

ン

グ

で

新

聞

を

読

ん

で

い

る

猪

口

聖

（

３４

）。 

猪

口

五

月

（

３０

）

が

キ

ッ

チ

ン

で

洗

い

物

を

し

て

い

る

。 

美

月

が

制

服

姿

で

パ

ン

を

加

え

て

学

校

へ

行

く

準

備

を

し

て

い

る

。 

猪

口

、

美

月

を

見

て

、 

猪

口

「

美

月

、

ち

ゃ

ん

と

テ

ー

ブ

ル

に

座

っ

て

食

べ

な

さ

い

」 

美

月

「

急

い

で

る

ん

だ

も

ん

」 

口

を

と

が

ら

せ

る

美

月

。 

猪

口

が

五

月

に

向

か

っ

て

、 



 

猪

口

「

お

前

が

甘

や

か

す

か

ら

い

け

な

い

ん

だ

ぞ

」 
五

月

、

笑

っ

て 

五

月

「

は

い

、

は

い

」 

美

月

、

口

を

モ

グ

モ

グ

し

な

が

ら

、 

美

月

「

行

っ

て

き

ま

ー

す

」 

美

月

、

鞄

を

持

っ

て

玄

関

を

出

る

。 

 

〇

原

宿

駅

・

改

札

口

（

朝

） 

美

月

が

、

定

期

券

を

鞄

か

ら

出

し

、

駅

内

に

入

っ

て

い

く

。 

美

月

、

ま

っ

す

ぐ

ホ

ー

ム

に

歩

い

て

い

く

。 

 

〇

同

・

ホ

ー

ム

（

朝

） 

た

く

さ

ん

の

人

が

ホ

ー

ム

で

電

車

を

待

っ

て

い

る

。

美

月

、

キ

ョ

ロ

キ

ョ

ロ

し

、

辺

り

を

見

回

し

て

い

る

。 

美

月

「

確

か

、

こ

の

辺

だ

と

思

っ

た

け

ど

・

・

」 

美

月

の

背

後

か

ら

、 

ル

シ

ナ

「

お

嬢

さ

ん

、

何

か

を

お

探

し

か

い

？

」 

美

月

、

驚

い

て

振

り

返

る

。

目

の

前

に

、

ル



 

シ

ナ

が

立

っ

て

い

る

。 

美

月

「

あ

っ

、

そ

の

・

・

女

性

を

」 

ル

シ

ナ

、

に

や

り

と

笑

っ

て

、 

ル

シ

ナ

「

そ

の

女

性

は

あ

の

人

じ

ゃ

な

い

か

い

？

」 

ル

シ

ナ

が

、

十

数

メ

ー

ト

ル

先

に

い

る

ア

イ

ナ

を

指

さ

す

。 

ア

イ

ナ

が

白

線

近

く

に

立

っ

て

い

る

。 

美

月

「

あ

っ

！

」 

列

車

が

ホ

ー

ム

に

入

っ

て

来

る

。 

ア

イ

ナ

が

ホ

ー

ム

に

倒

れ

込

む

。 

ア

イ

ナ

、

倒

れ

な

い

。 

ア

イ

ナ

の

腕

を

つ

か

ん

で

い

る

美

月

。 

ア

イ

ナ

、

ハ

ッ

と

目

を

見

開

く

。

美

月

を

見

て

驚

く

。 

美

月

、

に

っ

こ

り

笑

う

。 

美

月

、

思

い

出

し

た

よ

う

に

周

り

を

見

渡

し

、

ル

シ

ナ

を

探

す

。 

ル

シ

ナ

、

人

込

み

に

消

え

て

も

う

見

当

た

ら

な

い

。 

ア

イ

ナ

「

あ

の

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

・

・

」 



 

ア

イ

ナ

が

美

月

に

お

じ

ぎ

を

す

る

。 
美

月

、

真

剣

な

顔

付

き

で

、 

美

月

「

あ

の

、

良

か

っ

た

ら

お

話

で

も

・

・

」 

 

〇

ス

タ

ー

珈

琲

店

（

朝

） 

美

月

と

ア

イ

ナ

が

ソ

フ

ァ

ー

に

座

っ

て

い

る

。 

美

月

「

覚

え

て

な

い

で

す

っ

て

！

」 

ア

イ

ナ

「

え

え

、

記

憶

が

な

い

ん

で

す

。

ど

う

し

て

ホ

ー

ム

へ

身

を

投

げ

出

し

た

の

か

・

・

」 

美

月

、

考

え

込

む

。 

美

月

「

あ

の

・

・

」 

 

〇

城

南

高

校

・

D

組

（

朝

） 

教

室

に

は

、

女

子

高

生

が

た

む

ろ

っ

て

い

る

。 

カ

ル

タ

取

り

を

す

る

グ

ル

ー

プ

。

週

刊

誌

を

片

手

に

雄

弁

し

て

い

る

女

子

高

生

。 

窓

ぎ

わ

で

机

を

介

し

て

だ

べ

っ

て

い

る

女

子

高

生

も

。 

女

子

高

生

１

「

ね

ぇ

、

美

月

っ

て

さ

ぁ

、

ち

ょ

っ

と

変

わ

っ

て

る

よ

ね

」 



 

女

子

高

生

２

「

う

ん

、

な

ん

か

ど

っ

か

の

魔

女

み

た

い

よ

ね

。

昨

日

も

さ

・

・

」 

そ

こ

へ

美

月

が

教

室

に

入

っ

て

来

る

。 

女

子

高

生

１

と

２

、

美

月

を

見

て

口

を

ふ

さ

ぐ

。 

斎

藤

実

（

１６

）

と

金

森

優

子

（

１７

）

が

美

月

に

近

づ

い

て

、 

優

子

「

お

は

よ

う

美

月

！

」 

実

「

美

月

！

昨

日

は

大

活

躍

だ

っ

た

ん

で

し

ょ

？

朝

刊

に

出

て

た

よ

！

」 

美

月

、

少

し

照

れ

て 

美

月

「

た

ま

た

ま

通

り

か

か

っ

た

だ

け

だ

よ

・

・

」 

実

「

じ

っ

く

り

話

、

聞

か

せ

て

よ

！

」 

そ

こ

へ

、

松

原

紀

子

（

２６

）

が

入

っ

て

来

る

。 

紀

子

「

授

業

を

始

め

ま

す

！

」 

 

〇

同

・

D

組

（

夕

） 

授

業

を

終

え

る

鐘

が

鳴

る

。 

優

子

と

実

が

美

月

の

元

へ

来

る

。 

実

「

美

月

！

」 



 

実

、

に

や

り

と

笑

う

。 

 

〇

ス

タ

ー

珈

琲

店

（

夕

） 

美

月

と

実

、

優

子

、

カ

フ

ェ

オ

レ

を

飲

ん

で

い

る

。 

実

、

興

味

深

々

な

顔

。 

実

「

そ

れ

で

、

ど

ん

な

風

に

人

を

助

け

た

の

？

」 

優

子

「

実

っ

た

ら

、

今

日

そ

の

話

ば

っ

か

ね

」 

実

「

だ

っ

て

、

こ

ん

な

こ

と

滅

多

に

な

い

で

し

ょ

！

」 

美

月

と

優

子

、

苦

笑

い

す

る

。 

美

月

、

カ

フ

ェ

オ

レ

に

口

を

つ

け

て

カ

ッ

プ

を

机

の

上

に

置

く

。 

美

月

「

・

・

・

そ

れ

で

、

そ

の

人

覚

え

て

な

い

ん

で

す

っ

て

」 

実

、

身

を

乗

り

出

し

て 

実

「

嘘

！

」 

優

子

、

考

え

深

げ

に 

優

子

「

不

思

議

ね

」 

美

月

、

た

め

息

を

つ

く

。 

美

月

「

で

も

、

も

う

一

つ

不

思

議

な

こ

と

が

・

・

・

」 



 

美

月

・

回

想 

〇

原

宿

駅

・

ホ

ー

ム

（

朝

） 

ル

シ

ナ

「

お

嬢

さ

ん

、

何

か

を

お

探

し

か

い

？

」 

美

月

、

驚

い

て

振

り

返

る

。 

 

〇

も

と

の

ス

タ

ー

珈

琲

店

（

夕

） 

実

、

深

く

た

め

息

を

つ

く

。 

優

子

、

目

を

輝

か

せ

て

、 

優

子

「

な

ん

だ

か

面

白

そ

う

ね

」 

ス

タ

ー

珈

琲

店

を

出

る

美

月

と

実

と

優

子

。 

 

〇

川

岸

土

手

（

夕

） 

空

が

紅

色

に

染

ま

っ

て

い

る

。 

美

月

と

実

と

優

子

が

土

手

に

座

っ

て

い

る

。 

土

手

下

で

は

、

小

学

生

た

ち

が

草

野

球

を

楽

し

ん

で

い

る

。 

実

「

こ

こ

は

平

和

ね

」 

優

子

「

ほ

ん

と

、

そ

う

ね

」 

美

月

、

笑

い

な

が

ら

、 

美

月

「

そ

ろ

そ

ろ

帰

ろ

う

か

」 



 

立

ち

上

が

り

、

家

路

に

着

こ

う

と

し

た

時

、 

優

子

「

ね

ぇ

、

私

た

ち

で

真

相

確

か

め

な

い

？

」 

実

「

な

ん

の

？

」 

優

子

「

決

ま

っ

て

る

じ

ゃ

な

い

」 

美

月

、

優

子

、

実

、

顔

を

見

合

わ

す

。 

 

〇

猪

口

家

・

玄

関

表

（

夕

） 

猪

口

家

の

外

観

。 

玄

関

の

扉

を

開

け

て

入

ろ

う

と

す

る

美

月

。 

そ

の

時

、

ド

カ

ン

と

大

き

な

音

が

す

る

。 

驚

い

て

音

の

す

る

方

を

見

る

美

月

。 

美

月

「

何

、

あ

れ

？

！

」 

遠

く

で

煙

が

立

ち

込

め

て

い

る

。 

美

月

「

学

校

の

方

だ

わ

！

」 

美

月

、

走

り

出

す

。 

 

〇

街

路

（

夕

） 

煙

が

出

て

い

る

方

角

へ

走

っ

て

い

る

美

月

。 

美

月

、

蒼

白

に

な

る

。 

美

月

の

視

界

に

燃

え

て

い

る

学

校

。 



 

〇

城

南

高

校

・

前

（

夜

） 
そ

こ

へ

丁

度

駆

け

つ

け

て

来

た

優

子

と

実

。 

優

子

と

実

、

息

を

切

ら

し

て 

実

「

美

月

、

来

て

た

の

ね

！

」 

美

月

「

え

え

、

実

た

ち

も

」 

実

「

う

ん

、

帰

ろ

う

と

し

た

ら

こ

れ

だ

も

ん

・

・

」 

美

月

、

燃

え

て

い

る

学

校

を

見

て

、 

美

月

「

な

ん

と

か

し

な

く

ち

ゃ

！

」 

消

防

車

が

サ

イ

レ

ン

を

鳴

ら

し

て

、

学

校

の

校

庭

に

入

っ

て

い

く

。 

消

防

車

を

追

い

か

け

る

美

月

、

実

、

優

子

。 

消

防

士

、

美

月

と

実

と

優

子

に

気

が

付

い

て

、 

消

防

士

「

危

な

い

か

ら

こ

こ

か

ら

出

て

い

き

な

い

さ

い

！

」 後

づ

去

り

す

る

美

月

、

実

、

優

子

。 

優

子

「

ど

う

し

て

こ

ん

な

・

・

」 

優

子

、

涙

目

で

消

防

士

が

ホ

ー

ス

で

消

火

す

る

様

子

を

見

て

い

る

。 

美

月

、

眉

間

に

し

わ

を

寄

せ

て

、 

美

月

「

一

体

、

何

が

あ

っ

た

っ

て

い

う

の

？

」 



 

 
 

 
茫

然

と

、

燃

え

る

校

舎

を

見

つ

め

て

い

る

美

月

と

実

と

優

子

。 

 

〇

猪

口

家

・

リ

ビ

ン

グ

（

朝

） 

美

月

が

新

聞

を

見

て

い

る

。 

新

聞

の

見

出

し

『

学

校

消

失

、

原

因

不

明

！

』 

美

月

「

誰

が

こ

ん

な

こ

と

・

・

」 

美

月

、

暗

い

顔

。 

 

〇

同

・

庭

（

朝

） 

美

月

が

考

え

込

み

な

が

ら

、

ホ

ー

ス

で

庭

に

水

を

ま

い

て

い

る

。 

草

む

ら

に

黒

い

影

が

渦

巻

い

て

い

る

。 

美

月

、

知

ら

ず

に

ま

だ

水

ま

き

を

し

て

い

る

。 

黒

い

影

が

美

月

を

襲

お

う

と

す

る

。 

美

月

、

気

配

を

感

じ

て

か

後

ろ

を

振

り

向

く

。 

影

、

消

え

る

。 

美

月

、

首

を

か

し

げ

る

。 

美

月

「

誰

か

い

た

よ

う

な

・

・

」 

 



 

〇

猪

口

家

・

リ

ビ

ン

グ

（

朝

） 
美

月

が

、

庭

か

ら

リ

ビ

ン

グ

に

入

っ

て

い

る

。 

美

月

の

携

帯

電

話

が

鳴

る

。 

美

月

、

携

帯

電

話

を

取

り 

美

月

「

実

？

」 

実

の

声

「

美

月

、

今

か

ら

そ

っ

ち

へ

行

っ

て

も

い

い

？

」 

 

〇

同

・

リ

ビ

ン

グ 

リ

ビ

ン

グ

の

ソ

フ

ァ

ー

に

座

っ

て

い

る

実

と

優

子

。 

美

月

が

紅

茶

を

入

れ

て

二

人

に

出

す

。 

実

、

た

め

息

を

つ

い

て

、 

実

「

ね

ぇ

、

学

校

が

燃

え

た

の

っ

て

、

以

前

美

月

が

ホ

ー

ム

で

人

を

助

け

た

事

件

と

何

か

関

係

が

あ

る

ん

じ

ゃ

な

い

？

」 

優

子

「

ど

う

し

て

そ

う

思

う

の

？

」 

実

「

な

ん

と

な

く

さ

・

・

」 

優

子

「

で

も

、

関

係

が

あ

っ

た

と

し

て

も

、

私

た

ち

に

ど

う

す

る

こ

と

も

で

き

な

い

よ

？

」 



 

美

月

「

そ

う

ね

」 

優

子

「

い

っ

そ

の

こ

と

、

警

察

に

話

し

た

ら

い

い

ん

じ

ゃ

な

い

か

し

ら

？

」 

美

月

「

で

も

、

駅

で

起

こ

っ

た

事

件

と

学

校

の

事

件

が

繋

が

っ

て

い

る

っ

て

い

う

証

拠

が

な

い

わ

」 

実

、

困

っ

た

顔

を

し

て

、 

実

「

そ

う

よ

ね

・

・

」 

ガ

チ

ャ

ン

と

庭

で

い

き

な

り

植

木

鉢

が

割

れ

る

。 

美

月

と

実

と

優

子

、

急

い

で

庭

を

見

る

。 

実

「

何

？

気

持

ち

悪

い

・

・

」 

美

月

と

実

と

優

子

、

顔

を

見

合

わ

せ

る

。 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

お

い

っ

！

」 

美

月

、

実

、

優

子

「

キ

ャ

ー

！

」

と

悲

鳴

を

上

げ

る

。 

見

る

と

、

赤

い

髪

を

し

、

貴

族

の

よ

う

な

恰

好

を

し

た

男

が

立

っ

て

い

る

。 

―

カ

イ

ジ

・

ミ

ッ

シ

ェ

ル

（

１６

）

で

あ

る

。 

美

月

と

実

と

優

子

、

驚

い

て

、 

優

子

「

あ

な

た

誰

？

」 



 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

俺

か

？

俺

は

魔

界

か

ら

来

た

王

子

、

カ

イ

ジ

だ

」 

美

月

と

実

と

優

子

、

口

を

ぽ

か

ん

と

開

け

て

、 

実

「

・

・

夢

を

見

て

い

る

ん

だ

わ

。

き

っ

と

そ

う

よ

」 

優

子

「

そ

う

ね

・

・

」 

美

月

「

・

・

ま

、

魔

界

？

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

失

礼

な

奴

ら

だ

な

。

お

前

ら

は

知

ら

ん

か

も

し

れ

ん

が

、

魔

界

は

本

当

に

存

在

す

る

ん

だ

。

も

う

何

千

年

も

前

か

ら

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

、

少

し

偉

そ

う

。 

美

月

「

何

千

年

も

前

か

ら

・

・

？

」 

実

「

じ

ゃ

あ

、

今

ま

で

な

ん

で

誰

も

知

ら

な

か

っ

た

の

？

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

エ

ヘ

ン

ッ

、

そ

れ

は

だ

な

、

俺

た

ち

の

多

大

な

苦

労

の

上

、

こ

の

世

の

奴

ら

に

は

誰

に

も

ば

れ

な

か

っ

た

ん

だ

よ

」 

美

月

「

じ

ゃ

あ

な

ん

で

今

頃

に

な

っ

て

・

・

」 

実

「

そ

う

よ

！

な

ん

で

今

頃

し

ゃ

あ

し

ゃ

あ

と

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「（

遮

っ

て

）

仕

方

な

か

っ

た

ん

だ

よ

。

と

う

と

う

魔

界

と

こ

の

世

の

扉

が

開

い

て

し

ま

っ



 

た

ん

だ

」 
美

月

と

実

と

優

子

、

顔

を

見

合

わ

せ

る

。 

美

月

「

カ

イ

ジ

、

あ

な

た

何

か

知

っ

て

る

の

？

」 

美

月

、

実

、

優

子

、

顔

を

見

合

わ

せ

る

。 

 

〇

城

南

高

校

・

跡

地 

焼

け

跡

の

残

っ

た

学

校

。 

美

月

、

ミ

ッ

シ

ェ

ル

が

学

校

を

見

て

い

る

。 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

、

難

し

い

顔

を

し

て

、 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

ひ

で

ぇ

な

」 

美

月

「

こ

れ

、

魔

界

の

仕

業

な

の

？

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

、

こ

く

ん

と

う

な

ず

い

て

、 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

こ

ん

な

こ

と

の

出

来

る

の

は

、

ハ

ル

マ

し

か

い

な

い

」 

実

「

ハ

ル

マ

っ

て

誰

？

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

、

そ

れ

に

は

答

え

ず

、 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

あ

ん

た

達

の

知

っ

て

い

る

こ

と

を

全

部

話

し

て

く

れ

な

い

か

？

」 

美

月

、

う

な

ず

く

。 

 



 

〇

ス

タ

ー

珈

琲

店 
テ

ー

ブ

ル

席

に

座

っ

て

い

る

美

月

と

ミ

ッ

シ

ェ

ル

と

実

と

優

子

。 

奇

抜

な

服

を

着

た

ミ

ッ

シ

ェ

ル

を

横

目

で

見

て

い

る

客

。 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

、

腕

を

組

ん

で

、 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

そ

っ

か

、

そ

ん

な

こ

と

が

・

・

多

分

、

そ

の

ホ

ー

ム

で

殺

さ

れ

そ

う

に

な

っ

た

女

は

、

俺

の

姉

さ

ん

だ

」 

美

月

「

お

姉

さ

ん

？

」 

実

と

優

子

、

興

味

深

そ

う

に

ミ

ッ

シ

ェ

ル

の

話

を

聞

い

て

い

る

。 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

実

は

、

姉

さ

ん

が

原

因

で

魔

界

の

扉

が

開

い

て

し

ま

っ

た

ん

だ

」 

美

月

、

目

を

き

ら

き

ら

さ

せ

な

が

ら

ミ

ッ

シ

ェ

ル

を

見

て

い

る

。 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

、

顔

を

少

し

赤

ら

め

る

。 

 

〇

魔

界 

Ｔ

２

０

１

２

年

９

月 



 

ア

イ

ナ

が

、

木

の

実

を

拾

っ

て

い

る

。 
ア

イ

ナ

の

近

く

に

は

、

同

じ

魔

界

族

の

子

供

た

ち

が

鬼

ご

っ

こ

を

し

て

遊

ん

で

い

る

。 

そ

れ

を

見

て

い

る

ア

イ

ナ

。 

空

に

は

鳥

が

飛

ん

で

い

る

平

和

な

様

子

。 

突

然

、

雲

が

黒

く

な

り

、

渦

を

巻

く

。 

ア

イ

ナ

と

子

供

た

ち

、

空

を

不

安

げ

に

見

つ

め

て

い

る

。 

稲

妻

が

鳴

り

響

き

、

ア

イ

ナ

が

渦

を

巻

い

た

空

へ

吸

い

込

ま

れ

て

い

く

。 

ア

イ

ナ

、

悲

鳴

を

上

げ

る

。 

 

〇

魔

界 

Ｔ

２

０

１

２

年

１

１

月 

ア

イ

ナ

が

空

を

飛

ん

で

い

る

。 

 

〇

魔

界

・

王

宮

・

上

空 

懐

か

し

い

王

宮

を

眺

め

て

い

る

。 

ア

イ

ナ

、

庭

に

出

て

い

た

使

用

人

を

見

つ

け

る

。 



 

使

用

人

も

ア

イ

ナ

に

気

付

く

。 

使

用

人

「

ア

イ

ナ

お

嬢

様

！

」 

ア

イ

ナ

、

使

用

人

の

元

へ

降

り

て

い

く

。 

ア

イ

ナ

「

今

、

戻

り

ま

し

た

」 

 

〇

魔

界

・

王

宮

・

中 

ア

イ

ナ

が

王

宮

の

中

を

歩

い

て

る

。 

サ

ー

シ

ャ

・

ミ

ッ

シ

ェ

ル

（

３２

）

が

ア

イ

ナ

に

駆

け

寄

っ

て

来

る

。 

サ

ー

シ

ャ

「

ア

イ

ナ

！

」 

ア

イ

ナ

、

サ

ー

シ

ャ

を

見

て

顔

が

ほ

こ

ろ

ぶ

。 

ア

イ

ナ

「

お

母

さ

ま

！

」 

サ

ー

シ

ャ

、

ア

イ

ナ

を

抱

き

し

め

る

。 

扉

の

奥

か

ら

、

サ

ジ

ナ

・

ミ

ッ

シ

ェ

ル

（

５６

）

が

出

て

く

る

。 

ア

イ

ナ

、

サ

ジ

ナ

を

見

て

顔

を

し

か

め

る

。 

ア

イ

ナ

、

一

礼

し

て 

ア

イ

ナ

「

た

だ

今

戻

り

ま

し

た

、

お

父

様

」 

サ

ジ

ナ

、

ア

イ

ナ

を

柔

ら

か

い

目

で

見

て

、 

サ

ジ

ナ

「

ア

イ

ナ

、

よ

く

戻

っ

た

な

。

今

ま

で

ど

こ



 

に

お

っ

た

？

」 
ア

イ

ナ

、

下

を

向

い

て

黙

っ

て

い

る

。 

ア

イ

ナ

、

し

ゃ

べ

る

こ

と

を

決

意

し

、 

ア

イ

ナ

「

私

は

、

今

ま

で

敵

方

ハ

ル

マ

に

囚

わ

れ

て

い

ま

し

た

」 

 

〇

魔

界

・

王

宮

・

庭 

ア

イ

ナ

が

王

宮

の

庭

を

歩

い

て

い

る

。 

庭

に

た

む

ろ

っ

て

い

る

鳥

た

ち

を

見

て

、 

ア

イ

ナ

「

こ

こ

は

な

ん

て

平

和

な

の

か

し

ら

」 

ア

イ

ナ

、

急

に

し

ゃ

が

み

込

ん

で

、

頭

を

抑

え

る

。 

ア

イ

ナ

、

苦

し

そ

う

に

地

面

に

倒

れ

る

。 

使

用

人

「

ア

イ

ナ

お

嬢

様

！

」 

執

事

や

使

用

人

た

ち

が

ア

イ

ナ

の

元

へ

駆

け

寄

っ

て

来

る

。 

 

〇

同

・

王

宮

・

ア

イ

ナ

の

寝

室 

ア

イ

ナ

が

ベ

ッ

ド

で

横

に

な

っ

て

い

る

。 

扉

が

開

い

て

、

サ

ー

シ

ャ

が

血

相

を

変

え

て



 

入

っ

て

来

る

。 

サ

ー

シ

ャ

「

ア

イ

ナ

」 

サ

ー

シ

ャ

、

ア

イ

ナ

の

手

を

取

る

。 

目

を

つ

ぶ

っ

た

ま

ま

の

ア

イ

ナ

。 

サ

ー

シ

ャ

「

ア

イ

ナ

・

・

」 

サ

ー

シ

ャ

が

ア

イ

ナ

を

心

配

気

に

見

つ

め

て

い

る

。 

 

〇

ス

タ

ー

珈

琲

店 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

、

カ

ッ

プ

を

そ

っ

と

置

く

。 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

を

見

守

る

美

月

、

実

、

優

子

。 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

姉

さ

ん

は

、

敵

方

カ

ル

ダ

ン

に

よ

っ

て

洗

脳

さ

れ

て

い

た

ん

だ

・

・

」 

美

月

、

実

、

優

子

、

息

を

呑

む

。 

実

「

ど

う

し

て

ア

イ

ナ

さ

ん

は

、

洗

脳

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

か

っ

た

の

？

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

、

目

を

そ

っ

と

上

に

向

け

て

、 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

ハ

ル

マ

は

魔

界

を

狙

っ

て

い

る

ん

だ

」 

 

〇

魔

界 



 

Ｔ

２

０

１

２

年

９

月 
ハ

ル

マ

・

カ

ル

ダ

ン

（

５３

）

が

屋

敷

の

暖

炉

の

前

で

お

酒

を

傾

け

て

い

る

。 

そ

こ

へ

、

執

事

が

来

る

。 

執

事

「

ハ

ル

マ

様

、

今

ア

イ

ナ

様

を

拘

束

い

た

し

ま

し

た

」 カ

ル

ダ

ン

、

目

を

輝

か

せ

て 

カ

ル

ダ

ン

「

よ

く

や

っ

た

！

こ

こ

へ

連

れ

て

こ

い

」 

執

事

「

は

い

、

ハ

ル

マ

様

」 

カ

ル

ダ

ン

、

嬉

し

そ

う

に

一

人

掛

け

の

ソ

フ

ァ

ー

か

ら

立

ち

上

が

る

。 

家

来

二

人

に

連

れ

て

こ

ら

れ

る

ア

イ

ナ

。 

ア

イ

ナ

、

キ

ッ

と

カ

ル

ダ

ン

を

睨

み

つ

け

、 

ア

イ

ナ

「

放

し

て

！

」 

カ

ル

ダ

ン

、

家

来

に

向

か

っ

て 

カ

ル

ダ

ン

「

放

し

て

や

れ

」 

家

来

、

ア

イ

ナ

か

ら

手

を

放

す

。 

ア

イ

ナ

「

ハ

ル

マ

、

こ

ん

な

こ

と

を

し

て

お

父

様

が

許

さ

な

い

わ

よ

。

私

を

す

ぐ

に

王

宮

に

も

ど

し

て

」 

カ

ル

ダ

ン

、

に

や

り

と

笑

い 



 

カ

ル

ダ

ン

「

そ

う

は

い

か

な

い

。

貴

様

に

は

ま

だ

役

割

が

あ

る

」 

カ

ル

ダ

ン

、

家

来

に

向

か

っ

て 

カ

ル

ダ

ン

「

地

下

牢

へ

連

れ

て

い

け

」 

家

来

「

は

っ

」 

ア

イ

ナ

「

放

し

て

！

」 

ア

イ

ナ

、

無

理

や

り

連

れ

て

い

か

れ

る

。 

 

〇

魔

界

・

カ

ル

ダ

ン

家

屋

敷

・

地

下

牢 

薄

暗

い

階

段

を

下

り

る

ア

イ

ナ

と

カ

ル

ダ

ン

の

家

来

。 

牢

の

前

で

、 

ア

イ

ナ

「

私

に

こ

ん

な

こ

と

を

し

て

、

た

だ

じ

ゃ

済

ま

な

い

わ

よ

！

」 

ア

イ

ナ

、

家

来

に

向

か

っ

て

言

う

。 

家

来

、

何

も

言

わ

ず

、

ア

イ

ナ

を

牢

に

入

れ

る

。 

 

〇

同

・

地

下

牢

（

夜

） 

牢

の

中

で

座

っ

て

い

る

ア

イ

ナ

。 



 

急

に

牢

の

扉

が

開

い

て

、

家

来

が

ア

イ

ナ

を

連

れ

出

す

。 

ア

イ

ナ

、

怒

っ

て 

ア

イ

ナ

「

私

を

ど

こ

へ

連

れ

て

行

く

の

！

」 

家

来

、

ア

イ

ナ

の

質

問

を

無

視

す

る

。 

 

〇

魔

界

・

カ

ル

ダ

ン

家

・

暖

炉

の

部

屋

（

夜

） 

部

屋

の

扉

が

開

き

、

ア

イ

ナ

と

家

来

が

入

っ

て

来

る

。 

部

屋

の

中

に

は

、

カ

ル

ダ

ン

が

い

る

。 

カ

ル

ダ

ン

「

や

あ

、

ア

イ

ナ

。

ま

あ

、

そ

こ

に

座

り

な

さ

い

」 

カ

ル

ダ

ン

、

高

級

そ

う

な

椅

子

を

指

さ

す

。 

ア

イ

ナ

、

し

か

め

面

の

ま

ま

、

椅

子

に

座

る

。 

カ

ル

ダ

ン

「

ワ

イ

ン

で

も

ど

う

か

ね

？

」 

カ

ル

ダ

ン

、

一

杯

の

ワ

イ

ン

を

ア

イ

ナ

に

差

し

出

す

。 

ア

イ

ナ

、

無

視

す

る

。 

カ

ル

ダ

ン

、

そ

の

様

子

を

せ

せ

ら

笑

っ

て 

カ

ル

ダ

ン

「

毒

は

入

っ

て

お

ら

ん

よ

」 



 

ア

イ

ナ

、

キ

ッ

と

な

っ

て

カ

ル

ダ

ン

を

睨

む

。

そ

し

て

ワ

イ

ン

を

一

気

に

飲

み

干

す

。 

カ

ル

ダ

ン

、

そ

の

様

子

を

見

て

い

る

。 

ア

イ

ナ

、

ワ

イ

ン

グ

ラ

ス

を

床

に

落

と

す

。 

ア

イ

ナ

「

こ

れ

は

・

・

」 

カ

ル

ダ

ン

「

今

頃

気

が

付

い

て

も

遅

い

よ

。

ま

や

か

し

の

術

に

使

う

リ

ン

ゴ

酒

だ

」 

ア

イ

ナ

の

目

が

う

つ

ろ

に

な

っ

て

い

く

。 

カ

ル

ダ

ン

、

ア

イ

ナ

に

向

か

っ

て 

カ

ル

ダ

ン

「

ア

イ

ナ

、

や

っ

て

欲

し

い

こ

と

が

あ

る

ん

だ

」 ア

イ

ナ

、

う

つ

ろ

な

目

で

こ

く

ん

と

頷

く

。 

 

〇

魔

界

・

王

宮

・

ア

イ

ナ

の

寝

室 

 
 

 

Ｔ

２

０

１

２

年

１

１

月 

目

の

血

走

っ

た

ア

イ

ナ

。

サ

ー

シ

ャ

が

気

が

付

き

ア

イ

ナ

の

名

前

を

呼

ぶ

。 

ア

イ

ナ

、

サ

ー

シ

ャ

の

声

が

耳

に

入

ら

な

い

。 

サ

ー

シ

ャ

「

誰

か

来

て

！

誰

か

！

」 

ア

イ

ナ

、

布

団

を

は

が

し

部

屋

か

ら

駆

け

出



 

す

。 
サ

ー

シ

ャ

、

追

い

か

け

よ

う

と

す

る

が

間

に

合

わ

な

い

。 

ア

イ

ナ

、

廊

下

を

走

り

抜

け

サ

ジ

ナ

の

い

る

部

屋

の

扉

を

勢

い

よ

く

開

け

る

。 

中

に

は

、

サ

ジ

ナ

と

お

付

の

者

が

四

人

い

る

。 

ア

イ

ナ

、

サ

ジ

ナ

を

め

が

け

て

短

剣

を

突

き

刺

そ

う

と

す

る

。 

お

付

の

者

が

と

っ

さ

に

ア

イ

ナ

を

抑

え

る

。 

ア

イ

ナ

、

暴

れ

る

。 

サ

ジ

ナ

、

そ

の

様

子

を

見

て

い

る

が

、

や

っ

と

声

を

発

す

る

。 

サ

ジ

ナ

「

ア

イ

ナ

を

見

て

い

て

く

れ

」 

お

付

の

者

「

は

は

」 

サ

ジ

ナ

、

部

屋

か

ら

ゆ

っ

く

り

と

出

て

い

く

。 

 

〇

ス

タ

ー

珈

琲

店 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

が

た

め

息

を

つ

く

。 

美

月

と

実

と

優

子

、 

肩

を

並

べ

て

ミ

ッ

シ

ェ

ル

を

見

て

い

る

。 



 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

ハ

ル

ナ

は

、

ず

っ

と

父

で

あ

る

魔

王

を

狙

っ

て

い

た

ん

だ

」 

美

月

「

そ

う

だ

っ

た

の

・

・

」 

実

「

で

も

、

ど

う

し

て

魔

界

の

扉

が

開

い

て

し

ま

っ

た

の

？

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

分

か

ら

な

い

。

で

も

多

分

、

姉

さ

ん

の

せ

い

な

ん

だ

」 

優

子

「

ど

う

し

て

そ

う

だ

と

思

う

の

？

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

実

は

、

そ

れ

か

ら

姉

さ

ん

は

ま

た

王

宮

か

ら

い

な

く

な

り

、

そ

の

後

、

魔

界

と

こ

の

世

の

扉

が

開

い

て

し

ま

っ

た

ん

だ

」 

美

月

「

じ

ゃ

あ

、

お

姉

さ

ん

が

そ

の

扉

を

開

け

て

こ

の

世

ま

で

来

て

し

ま

っ

た

と

い

う

こ

と

な

の

ね

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

そ

う

、

考

え

る

の

が

、

一

番

適

切

だ

と

・

・

」 

 
 

 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

、

肩

を

落

と

す

。 

美

月

「

待

っ

て

。

で

も

、

ア

イ

ナ

さ

ん

の

他

に

も

こ

ち

ら

の

世

界

に

来

て

い

る

人

が

い

る

ん

じ

ゃ

な

い

か

な

。

だ

っ

て

・

・

」 

実

「

そ

っ

か

！

ア

イ

ナ

さ

ん

、

誰

か

に

命

を

狙

わ

れ



 

て

い

た

も

の

！

」 

優

子

「

そ

れ

に

あ

の

廃

墟

に

な

っ

て

し

ま

っ

た

学

校

・

・

」 

美

月

、

ミ

ッ

シ

ェ

ル

、

実

、

優

子

、

顔

を

見

合

わ

せ

る

。 

実

「

真

相

は

こ

う

よ

。

作

戦

に

失

敗

し

た

ア

イ

ナ

さ

ん

を

ハ

ル

マ

が

消

そ

う

と

し

た

け

ど

、

美

月

に

よ

っ

て

ア

イ

ナ

さ

ん

は

助

か

っ

て

し

ま

っ

た

。

そ

れ

で

、

そ

の

腹

い

せ

に

学

校

を

廃

墟

に

し

て

し

ま

っ

た

」 

優

子

「

強

引

だ

け

ど

、

そ

う

考

え

る

の

が

適

切

か

も

」 

美

月

「

で

も

、

ど

う

し

て

私

じ

ゃ

な

く

て

学

校

を

狙

っ

た

の

か

し

ら

」 

実

「

う

ー

ん

、

そ

う

ね

。

分

か

ら

な

い

わ

」 

優

子

「

あ

っ

さ

り

ね

・

・

」 

優

子

、

あ

き

れ

顔

。 

美

月

、

決

心

し

て

、 

美

月

「

こ

こ

で

考

え

て

い

て

も

分

か

ら

な

い

わ

。

あ

の

駅

の

ホ

ー

ム

へ

行

っ

て

み

ま

し

ょ

う

よ

」 

優

子

「

そ

う

ね

」 



 

〇

原

宿

駅

・

中 
階

段

を

登

っ

て

い

く

美

月

と

ミ

ッ

シ

ェ

ル

と

実

と

優

子

。

実

、

階

段

に

つ

ま

づ

い

て

転

び

そ

う

に

な

る

。 

優

子

「

何

や

っ

て

る

の

？

」 

あ

き

れ

顔

で

実

を

見

る

。

照

れ

る

実

。 

階

段

を

登

る

と

、

人

で

ご

っ

た

返

し

て

い

る

。 

美

月

「

あ

っ

、

あ

の

人

」 

優

子

「

美

月

、

何

？

」 

美

月

、

走

っ

て

先

方

に

い

る

人

を

捕

ま

え

る

。

そ

の

人

が

振

り

向

く

と

、

あ

の

ル

シ

ナ

で

あ

る

。 

ル

シ

ナ

「

お

や

、

あ

ん

た

は

・

・

」 

優

子

「

こ

の

人

は

？

」 

美

月

「

あ

の

事

件

の

時

、

い

た

人

よ

」 

ル

シ

ナ

「

あ

の

お

嬢

さ

ん

、

本

当

に

助

か

っ

て

よ

か

っ

た

ね

ぇ

」 

ル

シ

ナ

が

に

た

に

た

笑

う

。 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

お

前

は

・

・

」 

ル

シ

ナ

、

ミ

ッ

シ

ェ

ル

に

気

付

く

。 



 

ル

シ

ナ

「

あ

ん

た

は

・

・

」 
ル

シ

ナ

、

ギ

ョ

ッ

と

し

て

逃

げ

よ

う

と

す

る

。 

実

、

と

っ

さ

に

ル

シ

ナ

の

腕

を

つ

か

み

、 

実

「

逃

が

さ

な

い

わ

よ

！

」 

ル

シ

ナ

、

諦

め

て 

ル

シ

ナ

「

痛

い

よ

・

・

」 

実

「

ど

う

し

て

逃

げ

る

の

よ

」 

ル

シ

ナ

、

後

ろ

め

た

そ

う

に

す

る

。 

美

月

と

実

と

優

子

が

ル

シ

ナ

を

睨

ん

で

い

る

。 

ル

シ

ナ

、

あ

き

ら

め

た

よ

う

に

首

を

す

く

め

、 

ル

シ

ナ

「

分

か

っ

た

よ

。

話

す

よ

。

・

・

あ

の

日

、

私

は

い

た

の

さ

。

あ

の

場

所

に

」 

 

〇

魔

界

・

こ

の

世

と

魔

界

と

の

境

・

魔

界

側 

 
 

 

Ｔ

２

０

１

２

年

１

１

月 

ア

イ

ナ

が

魔

界

と

こ

の

世

の

扉

の

前

に

い

る

。

手

に

紋

章

の

あ

る

ナ

イ

フ

を

持

っ

て

い

る

。 

ア

イ

ナ

「

パ

ナ

ソ

ワ

ラ

ナ

ソ

ワ

ナ

・

・

」 

ア

イ

ナ

の

目

が

白

く

光

り

、

ま

ば

ゆ

い

光

が

ア

イ

ナ

を

覆

う

。 



 

扉

が

徐

々

に

渦

を

巻

い

て

開

い

て

い

く

。

ゴ

ォ

ー

と

い

う

大

き

な

音

が

し

て

、

こ

の

世

と

魔

界

の

境

が

開

く

と

、

ア

イ

ナ

が

そ

の

穴

か

ら

消

え

て

い

く

。 

そ

の

様

子

を

近

く

で

見

て

い

た

竜

が

ア

イ

ナ

の

後

を

追

う

よ

う

に

し

て

穴

の

向

こ

う

に

消

え

る

。 

 

〇

原

宿

駅

・

ホ

ー

ム 

美

月

と

ミ

ッ

シ

ェ

ル

と

実

と

優

子

、

竜

鳥

が

ホ

ー

ム

に

た

た

ず

ん

で

い

る

。 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

お

前

は

、

そ

う

か

・

・

山

に

住

む

竜

鳥

（

り

ゅ

う

ち

ょ

う

）

だ

な

」 

ル

シ

ナ

、

深

く

う

な

ず

く

。 

実

「

り

ゅ

、

流

鳥

！

」 

美

月

と

実

と

優

子

、

驚

愕

の

表

情

で

ル

シ

ナ

を

見

る

。 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

竜

鳥

は

、

そ

も

そ

も

我

ら

の

敵

で

も

な

く

味

方

で

も

な

い

は

ず

。

な

の

に

、

な

ぜ

姉

さ

ん

を

助

け

た

ん

だ

？

」 



 

ル

シ

ナ

「

気

ま

ぐ

れ

さ

」 

実

「

き

、

気

ま

ぐ

れ

？

」 

ル

シ

ナ

、

ふ

ふ

ん

と

笑

っ

て

、 

ル

シ

ナ

「

誰

だ

っ

て

考

え

る

だ

ろ

う

さ

。

帰

り

道

の

こ

と

を

」 

優

子

「

な

る

ほ

ど

・

・

」 

実

と

優

子

、

あ

き

れ

顔

。 

美

月

、

真

剣

な

顔

つ

き

で

、 

美

月

「

今

、

ア

イ

ナ

さ

ん

は

ど

こ

に

？

」 

ル

シ

ナ

、

首

を

振

っ

て 

ル

シ

ナ

「

さ

あ

、

知

ら

な

い

ね

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

お

い

！

隠

し

て

る

と

、

ろ

く

な

目

に

合

わ

ん

ぞ

」 

ル

シ

ナ

、

首

を

す

く

め

て 

ル

シ

ナ

「

隠

し

て

る

わ

け

じ

ゃ

な

い

さ

。

本

当

に

知

ら

な

い

だ

よ

。

た

だ

・

・

」 

美

月

「

た

だ

？

」 

ル

シ

ナ

「

い

い

こ

と

を

教

え

よ

う

。

魔

王

は

、

ア

イ

ナ

の

持

っ

て

い

る

銀

の

短

剣

で

し

か

殺

せ

な

い

の

さ

」 



 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

な

ん

だ

と

！

」 
ル

シ

ナ

、

手

を

振

っ

て

、 

ル

シ

ナ

「

そ

う

い

う

言

い

伝

え

が

あ

る

ん

だ

よ

。

魔

王

を

殺

す

に

は

、

魔

王

の

手

で

作

っ

た

剣

で

し

か

殺

せ

な

い

と

」 

美

月

「

な

ん

で

魔

王

は

自

分

を

殺

せ

る

よ

う

な

剣

を

作

っ

た

の

か

し

ら

？

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

そ

の

剣

は

、

も

し

か

し

た

ら

自

分

を

殺

す

た

め

じ

ゃ

な

く

、

敵

を

殺

す

た

め

に

自

分

の

一

部

を

練

り

込

ん

で

作

ら

れ

た

ん

だ

。

そ

し

て

、

そ

の

剣

は

最

強

の

剣

と

な

っ

た

ん

だ

」 

ル

シ

ナ

、

頷

い

て 

ル

シ

ナ

「

だ

か

ら

言

っ

た

ん

だ

。

魔

王

を

殺

す

に

は

そ

の

剣

以

外

に

は

な

い

と

」 

ル

シ

ナ

、

自

慢

げ

に

言

う

。 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

、

ふ

ん

と

鼻

を

鳴

ら

し

、 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

な

ん

か

、

気

に

障

る

な

」 

美

月

「

仲

間

割

れ

し

て

る

場

合

じ

ゃ

な

い

わ

！

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

誰

が

こ

い

つ

な

ん

か

と

！

」 

美

月

と

実

、

あ

き

れ

顔

。 



 

優

子

「

一

刻

も

早

く

お

姉

さ

ん

を

探

し

出

さ

な

き

ゃ

・

・

」 

実

「

で

も

、

ど

う

や

っ

て

探

す

の

さ

？

」 

美

月

と

ミ

ッ

シ

ェ

ル

と

実

と

優

子

、

考

え

込

ん

で

、 

美

月

「

ね

ぇ

、

学

校

へ

行

っ

て

み

な

い

？

」 

 

〇

空 

大

き

な

竜

に

ま

た

が

っ

て

い

る

美

月

と

ミ

ッ

シ

ェ

ル

と

実

と

優

子

。

竜

は

大

き

な

う

ね

り

を

か

い

て

空

を

進

ん

で

い

る

。 

実

「

わ

ぁ

ー

素

敵

！

」 

優

子

「

こ

ん

な

こ

と

信

じ

ら

れ

な

い

わ

」 

美

月

「

ほ

ん

と

、

夢

の

よ

う

ね

！

」 

実

「

ヒ

ャ

ッ

ホ

―

！

」 

渡

り

鳥

が

、

竜

の

前

を

横

切

っ

て

い

く

。 

美

月

「

渡

り

鳥

だ

わ

！

」 

渡

り

鳥

の

中

の

一

羽

が

そ

れ

に

応

答

す

る

よ

う

に

鳴

く

。 

す

る

と

、

竜

が

急

に

う

ね

っ

て

、

下

降

し

始



 

め

る

。 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

う

わ

ぁ

ー

ー

」 

美

月

と

実

と

優

子

は

興

奮

し

て

い

る

。 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

、

独

り

言

。 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

も

う

少

し

緩

や

か

に

降

り

て

く

れ

る

と

・

・

」 

竜

が

一

鳴

き

す

る

。 

猛

速

度

で

地

上

に

向

か

っ

て

降

り

て

い

く

竜

。 

美

月

と

ミ

ッ

シ

ェ

ル

と

実

と

優

子

、

悲

鳴

を

あ

げ

る

。 

す

る

と

竜

、

ふ

わ

っ

と

翼

を

広

げ

緩

や

か

に

地

上

に

降

り

立

つ

。 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

ふ

ぅ

ー

」 

美

月

「

あ

な

た

、

高

所

恐

怖

症

ね

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

う

る

せ

ぇ

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

、

恥

ず

か

し

そ

う

に

そ

っ

ぽ

を

向

く

。 

美

月

と

実

と

優

子

、

笑

っ

て

い

る

。 

竜

が

も

う

一

鳴

き

す

る

。 

 



 

〇

城

南

高

校

・

廃

墟

・

敷

地

内 
美

月

と

ミ

ッ

シ

ェ

ル

と

実

と

優

子

が

廃

墟

と

な

っ

た

校

庭

に

降

り

る

。 

竜

、

翼

を

た

た

み

、

元

の

ル

シ

ナ

の

姿

に

戻

る

。 

実

「

す

ご

か

っ

た

わ

！

」 

 
 

 

実

、

ま

だ

興

奮

か

ら

覚

め

な

い

。 

ル

シ

ナ

、

微

笑

む

。 

廃

墟

の

方

に

進

む

美

月

と

ミ

ッ

シ

ェ

ル

と

実

と

優

子

と

竜

鳥

。 

す

る

と

、

燃

え

カ

ス

の

中

か

ら

一

つ

の

塊

を

見

つ

け

る

。 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

こ

れ

は

・

・

？

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

、

塊

を

拾

い

上

げ

る

と

ル

シ

ナ

に

見

せ

る

。 

ル

シ

ナ

、

ニ

ヤ

リ

と

笑

い 

ル

シ

ナ

「

お

や

、

も

う

見

つ

け

た

の

か

い

？

」 

美

月

「

そ

れ

は

？

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

こ

れ

は

短

剣

さ

」 

実

「

そ

れ

が

、

お

父

さ

ん

を

唯

一

殺

す

と

い

う

短



 

剣

？

」 ミ

ッ

シ

ェ

ル

、

じ

ろ

り

と

実

を

見

る

。 

実

「

あ

っ

、

つ

い

・

・

」 

実

、

苦

笑

い

す

る

。 

美

月

「

じ

ゃ

あ

、

も

し

か

し

て

こ

こ

に

ア

イ

ナ

さ

ん

が

い

た

っ

て

い

う

こ

と

？

」 

実

「

ア

イ

ナ

さ

ん

は

？

」 

美

月

と

ミ

ッ

シ

ェ

ル

と

実

と

優

子

、

辺

り

を

見

渡

す

。 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

や

い

、

竜

鳥

！

お

前

、

こ

こ

に

姉

さ

ん

が

い

た

こ

と

知

っ

て

た

ん

だ

ろ

？

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

、

ル

シ

ナ

の

襟

を

持

っ

て

ル

シ

ナ

を

脅

す

。 

ル

シ

ナ

、

手

を

振

っ

て 

ル

シ

ナ

「

や

、

止

め

て

く

れ

！

ア

イ

ナ

が

い

る

と

は

知

ら

な

か

っ

た

ん

だ

」 

美

月

、

ル

シ

ナ

を

睨

ん

で 

美

月

「（

口

調

を

強

め

て

）

ど

う

い

う

こ

と

？

」 

ル

シ

ナ

、

口

を

す

ぼ

め

て

、 

ル

シ

ナ

「

ほ

ん

と

、

か

な

わ

ん

よ

」 



 

そ

こ

へ

、

ガ

サ

ッ

と

音

が

し

て

ア

イ

ナ

が

現

れ

る

。 

美

月

「

ア

イ

ナ

さ

ん

！

」 

ア

イ

ナ

、

美

月

に

気

が

付

き

、 

ア

イ

ナ

「

あ

な

た

は

・

・

」 

ル

シ

ナ

「

あ

ん

た

、

生

き

て

た

の

か

い

？

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

や

い

！

お

前

！

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

、

ル

シ

ナ

に

殴

り

か

か

ろ

う

と

す

る

と

、 

ア

イ

ナ

「

止

め

て

ミ

ッ

シ

ェ

ル

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

、

殴

り

か

か

る

の

を

止

め

る

。 

美

月

「

ア

イ

ナ

さ

ん

、

訳

を

話

し

て

く

れ

ま

す

か

？

」 

ア

イ

ナ

、

こ

く

っ

と

う

な

ず

く

。 

 

〇

こ

の

世

・

魔

界

と

の

扉

・

こ

の

世

側 

 
 

 

Ｔ

２

０

１

２

年

１

２

月 

こ

の

世

と

魔

界

と

の

扉

を

潜

り

抜

け

て

こ

の

世

に

入

っ

た

ア

イ

ナ

。 

ア

イ

ナ

、

ま

っ

す

ぐ

都

会

の

方

へ

飛

ん

で

い

く

。 



 

〇

原

宿

・

街

並

み 
た

く

さ

ん

の

人

た

ち

が

行

き

交

っ

て

い

る

。 

街

を

歩

い

て

い

る

ア

イ

ナ

。 

ア

イ

ナ

、

王

族

の

衣

装

で

目

立

つ

。 

ア

イ

ナ

、

一

つ

の

洋

服

を

売

っ

て

い

る

店

の

前

で

立

ち

止

ま

る

。

中

へ

入

っ

て

い

く

。 

 

〇

洋

服

店

・

中 

店

主

「

い

ら

っ

し

ゃ

い

」 

店

主

、

ア

イ

ナ

の

服

装

を

不

思

議

そ

う

に

見

て

い

る

。 

ア

イ

ナ

「

こ

れ

を

く

だ

さ

い

な

」 

ア

イ

ナ

、

一

枚

の

服

を

指

さ

す

。 

店

主

、

に

っ

こ

り

と

笑

い

、 

店

主

「

３

５

０

０

円

で

す

」 

ア

イ

ナ

、

ポ

ケ

ッ

ト

か

ら

札

を

出

し

て

店

主

に

渡

す

。 

店

主

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」 

ア

イ

ナ

、

新

し

い

服

を

着

て

店

か

ら

出

る

。 

店

主

、

ア

イ

ナ

か

ら

も

ら

っ

た

札

を

見

る

と

、



 

た

だ

の

紙

切

れ

に

な

っ

て

い

る

。 
店

主

、

驚

い

て 

店

主

「

待

て

ー

ー

」 

ア

イ

ナ

を

追

い

か

け

よ

う

と

す

る

が

、

ア

イ

ナ

の

姿

は

ど

こ

に

も

見

え

な

い

。 

店

主

、

は

ぁ

は

ぁ

と

息

を

切

ら

し

て

い

る

。 

 

〇

原

宿

・

街

並

み 

ア

イ

ナ

、

歩

い

て

い

る

。 

ハ

ッ

と

し

て

、

後

ろ

を

振

り

向

く

。 

誰

も

い

な

い

。 

ア

イ

ナ

、

険

し

い

表

情

に

な

る

。 

ポ

ケ

ッ

ト

に

入

れ

て

い

る

短

剣

を

握

り

し

め

る

。 

角

を

曲

が

る

と

さ

っ

と

建

物

の

影

に

隠

れ

る

。 

刺

客

ら

し

き

者

が

二

人

、

前

を

通

り

過

ぎ

る

。 

ア

イ

ナ

「

既

に

こ

こ

も

手

が

つ

い

て

る

・

・

」 

ア

イ

ナ

、

路

地

か

ら

空

を

飛

ん

で

い

く

。 

 

〇

空 



 

空

を

飛

ん

で

い

る

ア

イ

ナ

。

下

界

に

は

、

美

し

い

景

色

が

広

が

っ

て

い

る

。 

後

ろ

に

気

配

を

感

じ

る

ア

イ

ナ

。 

先

ほ

ど

の

追

っ

手

が

二

人

、

同

じ

速

さ

で

ア

イ

ナ

を

追

っ

て

く

る

。 

ア

イ

ナ

、

速

度

を

速

め

る

。 

追

っ

手

１

「

く

そ

っ

」 

追

っ

手

２

「

俺

は

、

回

り

込

む

」 

追

っ

手

２

、

降

下

し

て

い

く

。 

追

っ

手

１

、

そ

れ

を

見

て

い

る

。 

ア

イ

ナ

と

追

っ

手

１

、

ど

ん

ど

ん

距

離

が

離

さ

れ

て

い

る

。 

追

っ

手

１

、

追

う

の

を

諦

め

て

ア

イ

ナ

を

見

て

い

る

。 

追

っ

手

１

も

降

下

す

る

。 

一

人

に

な

っ

た

ア

イ

ナ

。 

階

下

を

見

る

と

、

学

校

が

見

え

る

。 

ア

イ

ナ

「

あ

そ

こ

を

借

り

よ

う

」 

ア

イ

ナ

、

学

校

へ

降

下

し

て

い

く

。 

 



 

〇

城

南

高

校

・

敷

地

内

（

夕

） 
ア

イ

ナ

が

敷

地

内

に

降

り

る

。 

誰

も

い

な

い

校

庭

。 

日

が

暮

れ

か

け

て

い

る

。 

 

〇

城

南

高

校

・

中

（

夕

） 

ア

イ

ナ

、

校

舎

に

入

っ

て

い

く

。 

ア

イ

ナ

、

階

段

を

上

が

り

三

階

で

止

ま

る

。

廊

下

を

ど

ん

ど

ん

歩

い

て

い

く

。

ふ

と

、

右

側

の

教

室

に

目

を

止

め

る

。

D

組

の

表

札

。 

ア

イ

ナ

、

D

組

に

入

り

、

窓

か

ら

空

を

見

上

げ

る

。 

そ

の

時

、

背

後

か

ら

音

が

す

る

。 

ア

イ

ナ

、

ギ

ョ

ッ

と

し

て

後

ろ

を

振

り

向

く

と

、

槍

を

構

え

た

追

っ

手

２

が

立

っ

て

い

る

。 

ア

イ

ナ

、

ニ

ヤ

リ

と

笑

っ

て

、 

ア

イ

ナ

「

お

前

た

ち

が

欲

し

い

の

は

こ

れ

だ

ろ

う

」 

ア

イ

ナ

、

持

っ

て

い

た

ナ

イ

フ

を

か

か

げ

る

。 

追

っ

手

２

、

ナ

イ

フ

を

奪

お

う

と

ア

イ

ナ

へ

向

か

っ

て

く

る

。 



 

ア

イ

ナ

、

窓

か

ら

ナ

イ

フ

を

外

へ

投

げ

る

。 

追

っ

手

２

「

く

そ

っ

」 

追

っ

手

２

、

ナ

イ

フ

を

追

っ

て

窓

の

外

へ

飛

ぶ

。 

ア

イ

ナ

、

そ

の

様

子

を

見

て

い

る

。 

ア

イ

ナ

、

本

物

の

ナ

イ

フ

を

ポ

ケ

ッ

ト

か

ら

取

り

出

す

。 

ア

イ

ナ

「

命

拾

い

し

た

」 

ア

イ

ナ

、

そ

う

言

う

と

呪

文

で

紫

色

の

炎

を

手

の

平

か

ら

出

し

、

ナ

イ

フ

を

燃

や

す

。

炎

は

広

が

り

、

校

舎

中

に

広

が

っ

て

い

く

。 

ア

イ

ナ

、

炎

の

中

、

立

ち

去

る

。 

 

〇

城

南

高

校

・

廃

墟

・

敷

地

内

（

夕

） 

美

月

と

ミ

ッ

シ

ェ

ル

と

実

と

優

子

が

ア

イ

ナ

の

話

を

聞

い

て

い

る

。 

実

、

怒

っ

て 

実

「

あ

ん

た

が

、

学

校

を

燃

や

し

た

の

ね

」 

ア

イ

ナ

、

幾

分

悪

そ

う

に 

ア

イ

ナ

「

ご

め

ん

な

さ

い

。

あ

な

た

方

に

迷

惑

を

か



 

け

て

し

ま

い

ま

し

た

ね

。

い

つ

か

、

学

校

が

戻

る

こ

と

を

祈

っ

て

い

ま

す

」 

実

「

っ

て

、

他

人

事

か

よ

」 

実

、

ふ

て

く

さ

れ

た

顔

。 

優

子

「

ま

あ

、

い

い

じ

ゃ

な

い

」 

美

月

、

真

剣

な

顔

で

、 

美

月

「

で

も

、

ま

た

い

つ

ハ

ル

マ

の

追

っ

手

が

や

っ

て

来

る

か

分

か

ら

な

い

わ

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

そ

う

だ

な

。

用

心

す

る

に

越

し

た

こ

と

は

な

い

な

」 

ア

イ

ナ

「

大

丈

夫

よ

。

彼

ら

は

私

が

死

ん

だ

と

思

っ

て

い

る

か

ら

」 

美

月

「

そ

う

だ

と

い

い

け

ど

・

・

」 

ル

シ

ナ

「

と

こ

ろ

で

、

あ

ん

た

達

い

つ

魔

界

へ

帰

る

気

か

い

？

そ

れ

に

・

・

」 

美

月

、

ハ

ッ

と

す

る

。 

美

月

「

こ

の

世

と

魔

界

の

扉

を

閉

め

な

き

ゃ

！

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

と

ア

イ

ナ

、

美

月

の

言

葉

に

う

な

ず

く

。 

 



 

〇

猪

口

家

・

美

月

自

室

（

夜

） 
美

月

が

心

配

そ

う

に

窓

か

ら

空

を

見

て

い

る

。 

満

月

が

神

秘

的

に

光

っ

て

い

る

。 

満

月

に

雲

が

か

か

る

。 

 

〇

こ

の

世

と

魔

界

の

境

・

こ

の

世

側

（

夜

） 

渦

を

巻

い

て

い

る

穴

。 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

と

ア

イ

ナ

、

竜

鳥

が

穴

（

扉

）

を

見

つ

め

て

い

る

。 

ア

イ

ナ

「

ミ

ッ

シ

ェ

ル

と

お

ば

あ

さ

ん

は

先

に

魔

界

に

帰

っ

て

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

姉

さ

ん

は

ど

う

す

る

気

だ

？

」 

ア

イ

ナ

、

真

剣

な

顔

。 

ア

イ

ナ

「

私

は

こ

っ

ち

に

残

る

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

何

、

言

っ

て

ん

だ

！

」 

ア

イ

ナ

「

ま

だ

、

こ

っ

ち

の

世

界

に

追

っ

手

が

残

っ

て

い

る

か

も

し

れ

な

い

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

じ

ゃ

あ

、

な

お

さ

ら

駄

目

だ

！

」 

ル

シ

ナ

「

あ

た

し

ゃ

、

先

に

帰

ら

せ

て

も

ら

う

よ

。

も

う

十

分

楽

し

ん

だ

か

ら

」 



 

ル

シ

ナ

、

せ

せ

ら

笑

う

と

、

扉

へ

向

か

う

。 
ア

イ

ナ

、

そ

れ

を

見

送

る

と

、 

ア

イ

ナ

「

心

配

し

な

い

で

」 

ア

イ

ナ

、

元

の

道

を

戻

っ

て

い

く

。 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

姉

さ

ん

！

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

、

悔

し

そ

う

に 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

く

そ

っ

！

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

も

ア

イ

ナ

を

追

い

か

け

て

い

く

。 

 

〇

空

（

夜

） 

空

が

渦

を

巻

い

て

い

る

。 

ア

イ

ナ

が

空

か

ら

降

り

て

く

る

。 

 

〇

城

南

高

校

廃

墟

・

敷

地

内

（

夜

） 

ア

イ

ナ

が

敷

地

を

歩

い

て

い

る

。 

ア

イ

ナ

「

彼

ら

は

必

ず

戻

っ

て

来

る

」 

ア

イ

ナ

、

空

を

仰

ぐ

。 

満

月

を

見

つ

め

る

ア

イ

ナ

。 

満

月

の

中

に

黒

い

影

が

動

く

。 

そ

の

瞬

間

、

そ

の

影

が

槍

で

ア

イ

ナ

を

突

き



 

刺

そ

う

と

す

る

追

っ

手

１

に

変

わ

る

。 
ア

イ

ナ

、

間

一

髪

で

槍

を

か

わ

す

。

槍

は

、

土

に

突

き

刺

さ

り

、

土

が

舞

い

上

が

る

。 

ア

イ

ナ

、

と

っ

さ

に

近

く

に

あ

っ

た

廃

材

の

中

か

ら

武

器

に

な

る

よ

う

な

も

の

を

探

す

。 

鉄

の

棒

の

よ

う

な

も

の

が

見

え

、

そ

れ

を

取

ろ

う

と

す

る

ア

イ

ナ

。 

追

っ

手

１

は

邪

魔

を

し

よ

う

と

ア

イ

ナ

に

襲

い

か

か

る

。 

ア

イ

ナ

、

逃

げ

な

が

ら

武

器

を

手

に

取

り

、

追

っ

手

１

の

腹

を

刺

す

。 

追

っ

手

１

、

苦

し

み

な

が

ら

倒

れ

る

。 

ア

イ

ナ

「

危

な

か

っ

た

」 

ア

イ

ナ

、

武

器

を

放

し

、

追

っ

手

１

の

側

に

転

が

っ

て

い

た

槍

を

手

に

す

る

。 

手

を

か

ざ

し

、

空

を

再

確

認

す

る

。 

静

寂

さ

が

訪

れ

る

。 

ア

イ

ナ

、

空

に

背

を

向

け

て

歩

き

出

し

た

瞬

間

、

頭

を

打

た

れ

る

。 

ア

イ

ナ

、

地

面

に

倒

れ

込

む

。 



 

ア

イ

ナ

「

う

う

っ

」 

 
 

 

ア

イ

ナ

、

動

け

な

い

。 

追

っ

手

２

「

と

ど

め

だ

」 

追

っ

手

２

、

持

っ

て

い

た

槍

で

ア

イ

ナ

を

刺

そ

う

と

構

え

る

。 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

待

て

！

」 

追

っ

手

２

が

振

り

返

る

と

、

ミ

ッ

シ

ェ

ル

が

後

ろ

に

立

っ

て

い

る

。 

追

っ

手

２

、

ミ

ッ

シ

ェ

ル

を

見

る

と

、

顔

の

表

情

が

変

わ

る

。

追

っ

手

２

、

ミ

ッ

シ

ェ

ル

に

襲

い

掛

か

る

。 

ア

イ

ナ

、

も

う

ろ

う

と

し

な

が

ら

、

そ

の

様

子

を

見

て

い

る

。 

ア

イ

ナ

、

力

を

振

り

絞

っ

て 

ア

イ

ナ

「

カ

イ

ジ

！

」 

ア

イ

ナ

が

持

っ

て

い

た

槍

を

ミ

ッ

シ

ェ

ル

に

投

げ

る

。 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

、

槍

を

受

け

取

る

。 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

、

槍

を

構

え

る

。 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

、

土

を

蹴

っ

て

、

飛

び

上

が

る

。 



 

追

っ

手

２

と

ミ

ッ

シ

ェ

ル

の

槍

が

交

差

す

る

。

ミ

ッ

シ

ェ

ル

が

力

で

追

っ

手

２

を

押

す

。 

追

っ

手

２

、

ミ

ッ

シ

ェ

ル

の

槍

を

払

い

、

横

へ

逃

げ

る

。

そ

し

て

、

そ

の

ま

ま

廃

墟

の

上

ま

で

逃

げ

る

。 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

、

追

っ

手

２

を

追

っ

て

廃

墟

の

上

ま

で

飛

び

上

る

。 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

、

追

っ

手

２

を

廃

墟

の

突

き

当

り

ま

で

追

い

詰

め

る

。

追

っ

手

２

、

下

（

地

面

）

を

見

る

。 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

の

目

が

燃

え

る

よ

う

な

赤

に

変

化

し

て

い

く

。 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

、

上

空

へ

飛

び

上

が

り

、

追

っ

手

２

に

槍

を

向

け

て

襲

い

掛

か

る

。 

ア

イ

ナ

「

も

う

止

め

て

！

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

、

ハ

ッ

と

す

る

。 

目

が

白

く

戻

り

、

槍

を

降

ろ

す

。 

 

〇

空

（

夜

） 

満

月

が

大

き

く

見

え

て

い

る

。 



 

そ

の

前

を

動

く

三

つ

の

黒

い

影

。 
ミ

ッ

シ

ェ

ル

と

ア

イ

ナ

、

ミ

ッ

シ

ェ

ル

に

鎖

で

つ

な

が

れ

た

追

っ

手

２

。 

 

〇

こ

の

世

と

魔

界

の

境

・

こ

の

世

側

（

夜

） 

穴

が

揺

ら

い

で

い

る

。

ゴ

ォ

ー

と

い

う

音

を

た

て

て

徐

々

に

穴

が

ふ

さ

が

っ

て

い

る

。 

こ

の

世

と

魔

界

の

境

ま

で

到

着

し

た

ミ

ッ

シ

ェ

ル

と

ア

イ

ナ

と

追

っ

手

２

。 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

ま

ず

い

！

早

く

し

な

い

と

穴

が

ふ

さ

が

っ

て

し

ま

う

！

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

、

ア

イ

ナ

、

追

っ

手

２

、

穴

へ

突

進

し

て

い

く

。 

ア

イ

ナ

と

ミ

ッ

シ

ェ

ル

が

穴

を

す

り

抜

け

る

。 

 

〇

同

・

魔

界

側

（

夜

） 

追

っ

手

２

、

急

き

ょ

体

を

反

転

さ

せ

、

逃

げ

よ

う

と

す

る

。 

追

っ

手

２

に

引

っ

張

ら

れ

、

ミ

ッ

シ

ェ

ル

、

こ

の

世

側

に

戻

さ

れ

る

。 



 

ア

イ

ナ

も

と

っ

さ

に

ミ

ッ

シ

ェ

ル

の

後

を

追

う

。 

 

〇

同

・

こ

の

世

側

（

夜

） 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

う

わ

っ

」 

ア

イ

ナ

「

カ

イ

ジ

！

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

と

追

っ

手

２

、

取

っ

組

み

合

い

に

な

る

。 

バ

ラ

ン

ス

を

崩

し

、

下

へ

落

ち

て

い

く

ミ

ッ

シ

ェ

ル

と

追

っ

手

２

。 

ア

イ

ナ

「

カ

イ

ジ

ー

ー

」 

バ

ラ

ン

ス

を

取

れ

ず

、

ど

ん

ど

ん

落

下

す

る

ミ

ッ

シ

ェ

ル

。 

す

る

と

、

突

然

体

を

何

か

に

救

わ

れ

る

。 

竜

鳥

が

ミ

ッ

シ

ェ

ル

と

取

っ

手

２

を

拾

い

あ

げ

る

。 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

、

ホ

ッ

と

胸

を

な

で

お

ろ

す

。 

追

っ

手

２

を

見

る

と

、

ぐ

っ

た

り

と

し

て

い

る

。 

竜

鳥

が

一

鳴

き

し

て

急

上

昇

し

て

い

く

。 



 

穴

は

ま

さ

に

ふ

さ

ぎ

か

け

て

い

る

。 

ア

イ

ナ

「

カ

イ

ジ

ー

、

早

く

！

」 

カ

イ

ジ

、

竜

鳥

、

追

っ

手

２

、

ア

イ

ナ

が

穴

を

す

り

抜

け

る

と

穴

が

間

一

髪

で

閉

ま

る

。 

 

〇

魔

界

・

王

宮

（

夜

） 

王

宮

の

中

へ

入

っ

て

い

く

ミ

ッ

シ

ェ

ル

と

ア

イ

ナ

と

追

っ

手

２

。

駆

け

寄

っ

て

来

る

使

用

人

た

ち

。 

廊

下

の

奥

か

ら

、

サ

ジ

ナ

と

サ

ー

シ

ャ

も

駆

け

寄

っ

て

来

る

。 

サ

ー

シ

ャ

「

ア

イ

ナ

！

」 

ア

イ

ナ

「

お

母

さ

ま

！

」 

サ

ー

シ

ャ

、

ア

イ

ナ

を

抱

き

寄

せ

る

。 

サ

ジ

ナ

「

ア

イ

ナ

・

・

」 

ア

イ

ナ

「

お

父

様

・

・

」 

サ

ジ

ナ

も

ア

イ

ナ

を

抱

き

し

め

る

。 

ア

イ

ナ

、

嬉

し

そ

う

に

泣

く

。 

サ

ー

シ

ャ

、

ミ

ッ

シ

ェ

ル

を

誇

ら

し

げ

に

見

 

て

、 



 

サ

ー

シ

ャ

「

よ

く

、

ア

イ

ナ

を

連

れ

帰

っ

て

く

れ

ま

し

た

ね

。

カ

イ

ジ

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

な

ん

て

こ

と

ね

ぇ

よ

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

、

照

れ

て

頭

を

か

く

。 

ア

イ

ナ

、

「

何

、

照

れ

て

ん

の

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

そ

ん

な

ん

じ

ゃ

な

い

っ

て

ば

・

・

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

、

赤

く

な

っ

て

そ

っ

ぽ

を

向

く

。 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

、

ハ

ッ

と

し

て

、 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

そ

う

い

え

ば

・

・

美

月

た

ち

に

ど

う

や

っ

て

知

ら

せ

た

ら

い

い

か

な

・

・

」 

 

〇

猪

口

家

・

リ

ビ

ン

グ

（

夜

） 

 
 

 

テ

レ

ビ

を

見

て

い

る

美

月

。 

キ

ッ

チ

ン

で

は

五

月

が

洗

い

物

を

し

て

い

る

。 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

の

声

「

美

月

・

・

」 

美

月

、

ハ

ッ

と

す

る

。 

美

月

、

走

っ

て

リ

ビ

ン

グ

を

出

て

行

く

。 

五

月

が

振

り

返

り

、

不

思

議

そ

う

な

顔

で

、 

五

月

「

美

月

？

」 

美

月

、

玄

関

へ

行

き

、

扉

を

開

け

る

。 



 

外

に

ミ

ッ

シ

ェ

ル

が

立

っ

て

い

る

。 
美

月

、

驚

い

て 

美

月

「

カ

イ

ジ

！

」 

〇

住

宅

街

（

夜

） 

道

を

ゆ

っ

く

り

と

歩

い

て

い

る

美

月

と

ミ

ッ

シ

ェ

ル

。 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

美

月

、

ほ

ん

と

に

あ

り

が

と

な

。

お

前

た

ち

の

お

陰

で

、

俺

た

ち

は

姉

さ

ん

を

見

つ

け

る

こ

と

が

で

き

た

」 

美

月

、

照

れ

て

、 

美

月

「

そ

ん

な

・

・

皆

の

お

陰

だ

よ

！

」 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

、

美

月

を

真

剣

に

見

て

、 

ミ

ッ

シ

ェ

ル

「

も

う

少

し

、

お

前

と

居

た

か

っ

た

な

・

・

」 

美

月

、

ド

キ

ッ

と

し

て

ミ

ッ

シ

ェ

ル

を

見

る

。 

美

月

の

頬

が

赤

く

染

ま

る

。 

大

き

な

満

月

が

輝

い

て

い

る

。 

 

〇

猪

口

家

・

美

月

寝

室

（

夜

） 

美

月

が

ベ

ッ

ド

で

熟

睡

し

て

い

る

。 



 

む

に

ゃ

む

に

ゃ

と

寝

言

を

言

っ

て

い

る

。 

美

月

「

・

・

カ

イ

ジ

・

・

」 
美

月

の

幸

せ

そ

う

な

寝

顔

。 

 


